
１．「戦略的実務者招へい」の事業概要等
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平成29年度 平成30年度

予算（千円） 215,340 219,491

人数合計
160人 141人

（76件） （52件）

アジア地域 25人(15.5%) 31人(22.0%)

大洋州地域 19人(12.4%) 17人(12.1%)

北米地域 19人(11.8%) 5人(3.5%)

中南米地域 13人(8.1%) 9人(6.4%)

欧州地域 39人(24.2%) 39人(27.7%)

中東地域 12人(7.5%) 12人(8.5%)

アフリカ地域 13人(8.1%) 8人(5.7%)

その他
（国際機関等）

20人(12.4%) 20人(14.2%)

 被招へい者の内訳例（令和元年度）

●事業目的： 外国の政・経・官・学等の各界において一定の指導的立場に就いている者または近い
将来活躍が期待される実務レベルの人物を招へいし，我が国関係者との人脈構築及び親日家・知日
家層の育成・底上げを図る。

 予算規模・実績

 フォローアップ効果測定指標

 我が国外交政策実現への具体的な協力
 我が国外交政策実現に資する有益な情報提供
 我が国外交政策・国内情勢等についての正しい理解，対外発信・広報への協力
 我が国国民の現地における経済活動への支援
 我が国との人物交流の促進を含む，人脈構築への貢献
 館務遂行に対する支援・協力

計119人
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45
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36 政治家・議会関係者

政府関係者

国際機関

有識者・企業関係者等

令和元年度

198,385

119人

（51件）

21人(17.6%)

4人(3.3%)

7人(5.8%)

7人(5.8%)

30人(25.2%)

15人(12.6%)

7人(5.8%)

28人(23.5%)



ACT

前年度までのフォローアップ状況及び招へい効果を，
次年度の配分額・候補者の選定（案件形成）に反映。

●省内にて招へい全体の方針策定
（前年度末頃）
◆次年度の招へい主要テーマ及び各機能局・地域局
への配分額の決定（各年度の重要な外交政策，及び前
年度までのフォローアップ状況・効果を考慮。）。

●招へい候補者リスト（案件）の決定
（当該年度４月）

PLAN

●一般競争入札による調達手続
(前年度3月頃）

●執行管理
（当該年度中）

件名・日程等基本情報，及び経費の流れ等を
網羅的に管理

●候補案件の年度途中精査

執行率を勘案し，緊急案件，より効果的な招へ
い案件を採用。

DO

●定期的なフォローアッ
プ調査
（2年に1度を目処。）
◆2年に1度，過去数年の被招へい
者を対象に在外公館からフォロー
アップ調査を実施。

◆結果を定量的，定性的に省内で
共有し，次年度事業へ反映。

●省内HPに、被招へい
者リストを掲載
(当該年度中)

◆省内・在外による全体像の把握
を可能とする。

◆個別案件のフォローアップを次
年度事業へ反映。

Check

２．事業の流れ（PDCAサイクル）

外部有識者からの意見ヒアリ
ングの機会を設定。
（客観的視点からの評価）


